
『
考
信
録
』
の
成
立
と
本
文
に
関
す
る
問
題
点
 塚

　
本
　
一
　
真
 

溪
　
　
英
　
俊
 

西
　
村
　
慶
　
哉
 

は
じ
め
に
 

仏
教
音
楽
儀
礼
研
究
室
儀
礼
担
当
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
基
礎
研
究
部
会
に
お
い
て
『
考
信
録
』
を
対
象
と
し
て
研
究
を
重
ね

て
き
た
。 

一
七
〇
〇
年
代
、
本
願
寺
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
慶
証
寺
に
玄
智
（
一
七
三
四
〜
一
七
九
四
）
と
い
う
類
い
希
な
る
才
能
を
も
っ
た
学

僧
が
い
た
。
こ
の
玄
智
は
法
式
・
教
学
・
歴
史
な
ど
多
分
野
に
わ
た
る
学
問
領
域
に
精
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
今
日
で
も
重
要
視
さ
れ
る
多

数
の
著
作
を
の
こ
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
、
浄
土
真
宗
の
仏
事
・
荘
厳
・
唱
読
・
教
学
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
が
『
考
信

録
』
で
あ
る
。
広
範
に
わ
た
る
内
容
、
ま
た
詳
細
な
記
述
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
輝
き
は
二
〇
〇
年
過
ぎ
た
今
日
も
決
し
て
色
あ

せ
る
こ
と
が
な
い
。
真
宗
儀
礼
研
究
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
基
礎
的
か
つ
必
須
の
文
献
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
評

価
を
得
て
い
る
一
方
で
、『
考
信
録
』
の
成
立
と
本
文
内
容
に
関
す
る
研
究
は
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
問
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題
提
起
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。 

一
、『
考
信
録
』
の
評
価
と
問
題
の
所
在
 

は
じ
め
に
『
考
信
録
』
と
は
い
か
な
る
書
で
あ
る
か
、
辞
典
類
の
記
述
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。『
仏
教
大
辞
彙
』（
龍
谷
大
学
編
、

冨
山
房
、
大
正
三
・
一
九
一
四
年
刊
）
に
は
、 

五
巻
。
真
宗
本
願
寺
派
玄
智
撰
。
仏
教
中
日
用
の
行
事
・
法
式
等
に
就
き
て
其
本
拠
を
考
証
し
兼
ね
て
法
門
等
に
及
べ
り
。
第
一

巻
に
は
正
信
偈
念
仏
和
讃
・
五
帖
消
息
・
法
談
説
法
・
改
悔
文
・
漢
音
小
経
・
甲
念
仏
合
殺
・
呉
漢
両
音
・
句
読
・
南
無
・
慶
讃

小
経
・
毎
朔
宗
主
調
声
・
六
時
礼
讃
・
奉
仏
供
式
・
画
点
仏
灯
・
仏
餉
等
七
十
四
箇
条
あ
り
。
第
二
巻
に
は
名
称
・
花
押
・
別

号
・
法
名
・
葬
式
・
寿
像
・
墓
所
・
修
斎
・
精
進
・
誕
節
・
斎
供
・
読
経
・
受
食
・
酒
肉
・
殺
生
等
六
十
一
箇
条
あ
り
。
第
三
巻

に
は
信
後
称
名
・
策
励
名
目
・
帰
命
言
詮
・
獲
信
方
便
・
宗
徒
二
類
・
弘
宗
次
第
・
称
名
具
徳
・
古
師
慎
重
・
同
行
会
合
・
業
成

時
日
・
小
児
往
生
・
両
度
帰
仏
等
六
十
二
箇
条
あ
り
。
第
四
巻
に
は
袈
裟
変
白
・
龍
象
・
仏
具
刻
龍
獅
形
・
勧
章
弁
疑
・
書
名

本
・
地
獄
有
情
形
・
黄
巻
赤
軸
・
中
元
灯
籠
・
件
・
写
書
法
・
十
号
・
輪
蔵
・
経
数
・
四
朝
僧
伝
・
天
主
教
・
宗
祖
法
語
等
八
十

八
箇
条
あ
り
。
第
五
巻
に
は
御
文
章
御
加
両
部
・
五
帖
消
息
縁
由
・
真
宗
院
家
・
二
十
四
輩
・
蓮
師
名
号
・
本
山
課
誦
式
・
偽
造

紀
伝
・
婆
伽
婆
・
艸
手
水
・
説
法
損
已
・
三
社
託
宣
・
弥
陀
成
道
日
・
聖
教
相
伝
・
大
黒
神
等
等
五
十
八
箇
条
あ
り
。
安
永
三
年

正
月
江
戸
築
地
に
て
著
は
し
、
明
治
二
十
年
四
月
刻
成
り
、
同
廿
一
年
十
二
月
再
版
せ
り
。 

と
あ
り
、『
真
宗
大
辞
典
』（
岡
村
周
薩
編
、
永
田
文
昌
堂
、
昭
和
四
七
・
一
九
七
二
年
刊
）
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、

『
真
宗
新
辞
典
』（
大
原
性
実
・
星
野
元
豊
・
金
子
大
栄
監
修
、
法
藏
館
、
昭
和
五
八
・
一
九
八
三
年
刊
）
で
は
、 

５
巻
。
安
永
３
年
１
７
７
４
慶
証
寺
玄
智
の
撰
。
真
宗
の
百
科
事
典
。
勤
行
・
聖
典
・
崇
敬
・
行
事
・
作
法
・
教
義
・
由
緒
寺
院
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な
ど
に
つ
き
、
項
目
を
た
て
て
解
説
し
た
も
の
。 

と
あ
り
、
比
較
的
新
し
い
『
浄
土
真
宗
辞
典
』（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
編
、
本
願
寺
出
版
社
、
平
成
二
十
五
・
二
〇
一
三

年
刊
）
で
も
、
基
本
的
な
内
容
お
よ
び
「
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）」
の
成
立
と
「
五
巻
」
を
基
本
構
成
と
す
る
点
は
一
致
し
て
い
る
。

一
方
で
、『
仏
書
解
説
大
辞
典
』（
小
野
玄
妙
編
、
大
東
出
版
社
、
昭
和
九
・
一
九
三
四
年
刊
）
で
は
、
巻
数
の
項
目
に
「
五
巻
或
六
巻

七
巻
」、
成
立
の
項
目
に
は
「
安
永
三
（
Ａ
.Ｄ
.１
７
７
４
）」
と
示
し
、
解
説
で
は
、 

 真
宗
に
於
け
る
日
用
行
事
の
本
拠
、
縁
由
を
記
述
し
た
も
の
。
そ
の
内
容
の
豊
富
な
点
に
於
て
、
そ
の
典
拠
の
博
引
、
的
確
な

点
に
於
て
、
真
宗
に
於
け
る
類
書
の
白
眉
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
第
一
巻
に
は
、
正
信
偈
念
仏
和
讃
以
下
六
十
四
項
。
第
二
巻
に

は
、
名
称
以
下
六
十
二
項
。
第
三
巻
に
は
信
後
称
名
以
下
六
十
六
項
。
第
四
巻
に
は
、
袈
裟
変
白
以
下
百
十
項
。
第
五
巻
に
は
、

御
文
章
御
加
両
部
以
下
七
十
五
項
を
収
む
。
巻
首
に
安
永
三
年
正
月
、
築
地
省
所
に
て
記
し
た
序
文
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
書
の

内
容
は
多
年
に
亘
っ
て
蒐
集
さ
れ
、
安
永
三
年
に
至
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。 

と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
成
立
の
項
目
で
示
し
た
「
安
永
三
年
」
を
完
成
年
時
と
し
、
巻
数
の
項
目
に
て

「
五
巻
或
六
巻
七
巻
」
と
し
な
が
ら
も
、
五
巻
構
成
に
て
解
説
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
他
に
も
、
巻
数
に
つ
い
て
は
、『
浄
土
真
宗
用
語

大
辞
典
』（
稲
城
選
恵
編
、
教
育
新
潮
社
、
平
成
五
・
一
九
九
三
年
刊
）
の
「
玄
智
」
の
項
の
よ
う
に
、「
考
信
録
六
巻
」
と
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
次
に
著
者
で
あ
る
玄
智
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
と
、
諸
方
面
に
精
通
し
て
数
々
の
著
作
を
の
こ
し
た
学
者
で
あ
り
、

か
つ
本
願
寺
の
御
堂
衆
・
輪
番
な
ど
の
職
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。
代
表
的
な
著
作
の
一
部
を
あ
げ
れ
ば
、 

・『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
…
本
願
寺
第
十
七
代
法
如
宗
主
の
命
に
よ
り
、
本
願
寺
派
の
沿
革
を
中
心
に
真
宗
の
歴
史
を
詳
し
く
記

し
た
書
。 

・『
大
谷
浄
土
三
経
字
音
考
』
…
本
願
寺
に
口
伝
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
聖
教
を
唱
読
す
る
際
の
読
み
方
（
唱
読

音
）
を
本
願
寺
派
に
お
け
る
正
統
な
読
み
方
と
し
て
定
め
た
書
。 
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・『
本
典
光
融
録
』
…
晩
年
近
く
ま
で
の
時
間
を
か
け
て
著
し
た
四
十
巻
に
お
よ
ぶ
『
教
行
信
証
』
の
解
説
書
。 

が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
歴
史
・
唱
読
・
教
学
と
い
う
多
分
野
に
お
け
る
知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
驚
く
べ
き
は
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
詳
細
で
専
門
性
が
高
く
、
先
行
研
究
と
し
て
現
在
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
に
も
、
今
も
っ
て
無
視
で
き
る
位
置
に
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
ま
さ
に
博
覧
強
記
と
称
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
希
代
の
学
僧
で
あ
っ
た
。
そ
の
玄
智
が
著
し
た
「
真
宗
の
百

科
事
典
」
と
評
さ
れ
る
書
が
『
考
信
録
』
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
利
便
性
の
高
い
辞
書
的
な
性
格
を
も
っ
て
い

る
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
文
内
容
は
、
上
記
辞
典
の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
項
目
ご
と
に
完
結
し
た
解
説
を
も
ち
、
そ

の
項
目
は
巻
頭
に
標
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
「
標
目
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
標
目
と
解
説
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
求

め
た
内
容
が
調
べ
や
す
く
、
全
体
を
把
握
し
て
い
な
く
て
も
必
要
な
箇
所
だ
け
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研

究
論
文
・
解
説
書
な
ど
に
引
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
浄
土
真
宗
を
中
心
と
し
た
仏
教
事
物
の
由
来
、
根
拠
な
ど
を
示
し
て

解
説
し
た
『
必
携
真
宗
事
物
の
解
説
』（
西
原
芳
俊
著
、
東
方
出
版
、
昭
和
六
十
一
・
一
九
八
六
年
刊
）
で
は
、
永
代
経
・
点
燭
・
香

炉
台
・
改
悔
批
判
・
御
文
章
拝
読
の
起
源
・
御
影
堂
な
ど
に
つ
い
て
四
十
箇
所
以
上
に
引
用
あ
る
い
は
典
拠
と
し
て
の
記
述
が
み
ら
れ

る
。
先
に
挙
げ
た
『
真
宗
大
辞
典
』
で
も
、
永
代
経
・
回
向
文
・
柄
香
炉
・
神
棚
・
漢
音
小
経
・
五
劫
思
惟
の
弥
陀
・
出
棺
・
小
児
往

生
の
論
・
称
名
の
策
否
・
煤
払
・
滴
翠
園
・
等
身
御
影
な
ど
教
学
的
な
問
題
か
ら
仏
事
・
俗
事
に
至
る
ま
で
百
箇
所
以
上
の
項
目
に
、

や
は
り
『
考
信
録
』
に
よ
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
真
宗
研
究
に
お
い
て
依
り
ど
こ
ろ
と
な
る
豊
富
な
内
容
を
『
考
信
録
』

が
も
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
考
信
録
』
が
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
辞
典
類
の
記
述
が
一

定
で
は
な
い
な
ど
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
第
一
に
『
考
信
録
』
の
成
立
を
「
安
永
三
年
」
と
す
る
点
、
第
二
に
本
文
の

基
本
構
成
を
「
五
巻
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
お
く
と
、
実
は
「
安
永
三
年
」
を
『
考
信
録
』
の
成
立
年
時
と
み
る

と
、
本
文
内
容
と
の
間
に
時
間
的
な
齟
齬
を
き
た
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
そ
の
基
本
構
成
は
、「
五
巻
」
と
い
え
な
い
だ
け
で
な
く
、
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巻
数
を
言
明
す
る
に
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事
実
は
、『
考
信
録
』
の
成
立
と
本
文
に
対
す
る
今
日
の
見
解
に
問
題

の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
指
摘
が
正
し
け
れ
ば
、
今
日
、『
考
信
録
』
が
依
用
さ
れ
る
際
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
真

宗
全
書
』
第
六
十
四
巻
（
妻
木
直
良
編
、
蔵
経
書
院
、
大
正
三
・
一
九
一
四
年
刊
）
や
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
九
巻
（
千
葉
乗
隆
編
、

同
朋
舎
出
版
、
昭
和
五
十
八
・
一
九
八
三
年
刊
、
以
下
『
史
料
集
成
』
と
略
称
）
に
収
載
さ
れ
る
本
文
内
容
に
も
問
題
が
あ
る
こ
と
に

な
る
。 

二
、
成
立
に
関
す
る
問
題
 

ま
ず
、
第
一
の
問
題
点
で
あ
る
『
考
信
録
』
の
成
立
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
な
の
か
、
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
で
に
、
結
論
を

先
取
り
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
を
『
考
信
録
』
の
成
立
年
時
と
み
る
と
、
本
文
内
容
と
の
間
に
時
間
的
な
齟

齬
を
き
た
し
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
、
今
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
論
じ
、『
考
信
録
』
の
成
立
を
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
と
は
み
る
こ

と
が
で
き
な
い
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
は
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
便
宜
的
に
『
考
信
録
』
の
本
文
を

『
史
料
集
成
』
に
よ
っ
て
引
用
す
る
。
そ
も
そ
も
、『
考
信
録
』
を
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
成
立
し
た
と
す
る
見
解
は
、
巻
頭
に
記

さ
れ
た
全
体
の
序
に
、 

安
永
三
年
｛
甲
午
｝
歳
正
月
十
一
日
　
玄
智
景
耀
書
于
江
府
築
地
省
所

（『
史
料
集
成
』
九
、
四
四
一

（
１
）
） 

と
あ
る
年
記
に
よ
る
。
こ
の
点
に
『
考
信
録
』
の
成
立
を
定
め
て
論
じ
た
も
の
に
、
た
と
え
ば
『
真
宗
儀
礼
の
今
昔
』（
浄
土
真
宗
教

学
研
究
所
儀
礼
研
究
特
設
部
会
編
、
永
田
文
昌
堂
、
平
成
十
三
・
二
〇
〇
一
年
刊
、
九
四
頁
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
金
灯
籠
」
に

つ
い
て
解
説
す
る
な
か
で
、『
考
信
録
』
か
ら
、 

本
尊
前
ノ
一
対
ノ
金
灯
籠
モ
旧
来
ナ
カ
リ
シ
ニ
、
近
来
十
二
講
ヨ
リ
寄
進
シ
テ
掛
ラ
レ
タ
リ
       （『
史
料
集
成
』
九
、
六
〇
六
） 
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と
の
内
容
を
引
用
し
、
こ
の
記
述
を
用
い
て
、 

『
考
信
録
』
が
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
近
来
」
と
い
う
の
も
、
ほ
ぼ
安
永
三
年
頃
の
こ
と
と

推
察
す
る
。 

と
、『
考
信
録
』
の
成
立
を
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
と
し
た
上
で
「
近
来
」
の
時
期
を
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
推
定
が
可
能

と
な
る
の
は
、『
考
信
録
』
全
体
が
一
時
に
成
立
し
て
い
た
場
合
の
み
で
あ
る
が
、
本
文
に
は
明
ら
か
に
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
ま

で
に
成
立
し
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ
る
。
わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、『
考
信
録
』
に
お
け
る
「
夏
御
文
章
」
に
関
す
る
記
述
を
以

下
に
引
用
す
る
。 

然
ニ
安
永
七
年
｛
戊
戌
｝
春
、
第
四
通
ヲ
改
メ
書
シ
テ
分
テ
二
章
ト
シ
給
フ
。
初
ヨ
リ
本
意
ト
思
召
候
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
マ
テ

ヲ
一
章
ト
シ
、
次
ニ
コ
ノ
夏
ノ
初
メ
ヨ
リ
ト
云
以
下
文
ヲ
尽
ス
マ
テ
ヲ
一
章
ト
ス
。
即
後
章
ノ
巻
尾
ニ
親
ク
記
シ
テ
云
。
コ
ノ
第

四
章
ノ
末
語
、
文
勢
義
旨
オ
タ
ヤ
カ
ナ
ラ
サ
ル
ニ
ニ
タ
リ
。
先
哲
ノ
述
意
ハ
カ
リ
カ
タ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
竊
ニ
カ
ン
カ
フ
ル
ニ
、

コ
レ
後
人
第
五
章
ヲ
モ
テ
ア
ヤ
マ
リ
テ
第
四
章
ニ
混
セ
ル
モ
ノ
歟
、
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
改
テ
両
軸
ト
ナ
ス
。
今
ヨ
リ
キ
ク
モ
ノ
ヲ
シ

テ
惑
ナ
カ
ラ
シ
ム
。
予
臨
池
ノ
技
ニ
フ
ケ
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
実
ニ
門
下
ノ
通
俗
ヲ
シ
テ
金
剛
心
ニ
住
シ
、
生
ヲ
安
養
ニ
期
セ
シ
メ
ン

ト
欲
ス
ル
カ
タ
メ
、
コ
ト
サ
ラ
ニ
觚
ヲ
ア
ヤ
ト
リ
テ
、
コ
ヽ
ロ
ヲ
コ
ヽ
ニ
ツ
ク
ス
已
而
。
安
永
｛
戊
戌
｝
春
書
之
。
法
如
｛
七
十

二
歳
光
闡
｝｛
旁
附
一
圏
以
分
原
本
行
々
｝
初
ノ
章
ハ
夏
初
ヨ
リ
巡
読
シ
、
後
ノ
章
ハ
七
月
初
ヨ
リ
｛
戊
戌
歳
ハ
七
月
三
日
ヨ
リ

始
ル
｝
夏
ヲ
竟
ル
マ
テ
巡
読
ス
。
故
ニ
夏
末
ニ
テ
ハ
合
シ
テ
五
通
ト
ナ
レ
リ
。｛
東
門
ニ
テ
夏
末
マ
テ
ハ
初
メ
三
通
ノ
ミ
ヲ
巡
読

シ
、
夏
末
ヨ
リ
第
四
章
ヲ
加
フ
ル
ト
伝
聞
セ
リ
。
イ
マ
タ
実
否
ヲ
詳
ニ
セ
ス
｝
                         （『
史
料
集
成
』
九
、
五
四
一
） 

本
願
寺
派
で
は
「
夏
御
文
章
」
を
全
五
通
と
す
る
が
、
こ
れ
は
本
願
寺
第
十
七
代
法
如
宗
主
が
も
と
の
第
四
通
を
末
語
の
文
勢
や
義

旨
の
上
か
ら
誤
っ
て
混
在
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
し
て
第
四
通
・
第
五
通
の
二
通
と
み
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
玄

智
が
詳
述
し
て
い
る
の
が
右
の
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
如
宗
主
の
「
夏
御
文
章
」
書
写
本
の
巻
尾
に
記
さ
れ
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た
、 こ

の
第
四
章
の
末
語
文
勢
義
旨
お
だ
や
か
／
な
ら
ざ
る
に
に
た
り
先
哲
の
述
意
は
か
り
が
た
し
と
／
い
へ
ど
も
竊
に
か
ん
が
ふ
る

に
こ
れ
後
人
第
五
章
を
も
て
あ
や
ま
り
て
第
四
章
に
混
ぜ
る
も
の
歟
か
る
が
ゆ
へ
に
／
改
て
両
軸
と
な
す
今
よ
り
き
く
も
の
を
し

て
惑
／
な
か
ら
し
む
﹇
予
﹈
臨
池
の
技
に
ふ
け
る
に
あ
ら
ず
實
に
／
門
下
の
道
俗
を
し
て
金
剛
心
に
住
し
生
を
安
養
に
／
期
せ
し

め
ん
と
欲
す
る
が
た
め
こ
と
さ
ら
に
觚
を
あ
や
と
り
て
／
こ
ゝ
ろ
を
こ
ゝ
に
つ
く
す
已
而
／
安
永
七
戊
戌
春
書
之
／
法
如
﹇
七
十

二
歳
／
（
印
）﹈
                                                                                               （『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
五
、
二
一
四
） 

と
の
識
語
で
、
こ
れ
を
玄
智
自
身
が
実
見
し
て
い
な
け
れ
ば
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
夏
御
文
章
」
は
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
の
書
写
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
引
用
し
て
い
る
『
考
信
録
』
が
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
成
立
し
て
い
た
は
ず
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
序
に
あ
る
年
記
を
成
立
年
時
と
み
な
す
と
、
本
文
と
の
間
に
齟
齬
を
き
た
す
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
安
永
三
年

（
一
七
七
四
）
正
月
十
一
日
以
降
の
記
述
に
つ
い
て
年
記
が
わ
か
る
も
の
を
順
に
挙
げ
れ
ば
、 

①
安
永
三
年
②
安
永
三
年
③
安
永
三
年
七
月
④
安
永
三
年
十
二
月
⑤
安
永
三
年
十
二
月
二
十
七
日
⑥
安
永
四
年
⑦
安
永
四
年
⑧
安

永
四
年
⑨
安
永
五
年
⑩
安
永
五
年
⑪
安
永
六
年
⑫
安
永
六
年
⑬
安
永
某
年
｛
六
七
ノ
コ
ロ
｝
⑭
安
永
七
年
⑮
安
永
七
年
⑯
安
永
七

年
⑰
安
永
七
年
⑱
安
永
八
年
⑲
安
永
八
年
⑳
安
永
八
年
㉑
安
永
八
年
正
月
七
日
㉒
安
永
九
年
六
月
十
九
日
㉓
天
明
二
年
㉔
天
明
三

年
㉕
天
明
五
年
 

の
二
十
五
箇
所
と
な
り
、
全
体
で
み
れ
ば
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
ま
で
の
記
述
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
文
そ

の
も
の
の
内
容
か
ら
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
は
、
成
立
年
時
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
安
永

三
年
（
一
七
七
四
）
正
月
十
一
日
の
時
点
の
状
態
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
今
日
依
用
さ
れ
て
い
る
本
文
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
『
史

料
集
成
』
収
載
の
『
考
信
録
』
と
は
、
少
な
く
と
も
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
ま
で
の
間
に
、
二
十
五
箇
所
が
加
筆
さ
れ
た
内
容
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
２
）
。
こ
れ
ら
は
、
先
に
「
夏
御
文
章
」
に
関
す
る
記
述
を
例
に
あ
げ
て
確
認
し
た
よ
う
に
、
詳
細
で
あ
る
こ
と
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や
範
囲
が
広
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
著
者
以
外
に
書
き
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
で
あ
る
と
い
え
、
増
補
改
訂
を
示
し
た
も
の
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。 三

、
本
文
構
成
（
巻
数
）
に
関
す
る
問
題
 

さ
て
、
次
に
第
二
の
問
題
点
で
あ
る
『
考
信
録
』
の
基
本
構
成
は
五
巻
な
の
か
、
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
巻
数
に
つ
い

て
、『
真
宗
全
書
』
と
『
史
料
集
成
』
を
確
認
し
て
い
く
が
、
ま
ず
、『
考
信
録
』
の
全
文
が
印
刷
・
刊
行
さ
れ
た
歴
史
に
つ
い
て
触
れ

て
お
く
と
、
最
初
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
の
こ
と
で
あ
り
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
発
行
者
や
書
体
を
か
え
て
再

度
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
流
れ
を
引
き
継
ぐ
の
が
、
明
治
二
十
年
刊
本
を
底
本
と
し
た
『
真
宗
全
書
』
第
六
十
四
巻
で
あ

る
。
上
記
に
挙
げ
た
辞
典
・
解
説
書
の
多
く
は
、
こ
の
『
真
宗
全
書
』
収
載
本
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
新
編
真
宗

全
書
』
第
二
十
二
巻
（
新
編
真
宗
全
書
刊
行
会
編
、
思
文
閣
、
昭
和
五
十
・
一
九
七
五
年
刊
）
収
載
本
は
、『
真
宗
全
書
』
収
載
本
を

底
本
と
し
て
お
り
、
こ
れ
以
降
は
、
し
ば
ら
く
全
文
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
の
刊
行
で
、
全
文
を
確

認
で
き
る
資
料
は
、『
史
料
集
成
』
第
九
巻
で
あ
り
、
こ
れ
を
最
新
の
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
『
史
料
集
成
』
収

載
本
は
『
真
宗
全
書
』
と
は
異
な
り
、
龍
谷
大
学
所
蔵
の
書
写
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
以
下
に
、
あ
ら
た
め
て
両
者
の
解
題
を
引
用

し
て
み
る
。 

◇『
真
宗
全
書
』
第
六
十
四
巻
　
解
題
 

考
信
録
（
写
本
六
巻
／
刊
本
五
巻
）　
五
巻
 

本
書
は
嘗
て
明
治
二
十
年
に
、
青
木
氏
の
校
に
依
り
、
故
島
地
黙
雷
師
の
序
文
を
以
て
世
に
刊
布
せ
ら
れ
た
り
。
然
る
に
今
回
本

願
寺
々
史
編
纂
員
鷲
尾
教
導
師
の
斡
旋
に
依
り
本
願
寺
所
蔵
の
写
本
を
借
る
こ
と
を
得
た
り
。
こ
の
写
本
は
玄
智
師
在
世
を
去
る
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遠
か
ら
ざ
る
中
、
そ
の
自
筆
本
に
依
り
て
写
せ
る
初
て
の
写
伝
と
見
へ
、
之
を
刊
本
に
比
す
る
に
、
脱
文
を
補
し
誤
字
を
改
め
得

る
所
甚
だ
多
し
。
今
日
に
在
て
は
正
し
く
玄
智
師
自
筆
本
に
比
す
べ
き
良
書
な
り
。
今
刊
本
を
以
て
底
本
と
し
、（
巻
数
亦
爾
り
）

是
の
写
本
を
以
て
補
正
し
、
面
目
を
改
め
て
世
に
出
せ
り
。
本
書
は
正
し
く
大
派
の
『
故
実
伝
来
鈔
』
及
び
『
叢
林
集
』『
三
余

随
筆
』
等
に
比
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
真
宗
僧
俗
が
、
一
日
も
座
右
を
離
す
べ
か
ら
ざ
る
者
た
る
は
既
に
多
く
人
の
知
る
所
な

り
。
                                                                                                                             （『
真
宗
全
書
』
六
十
四
、
一
） 

ま
ず
こ
こ
に
記
さ
れ
る
の
は
、
底
本
と
な
っ
て
い
る
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
の
刊
本
五
巻
に
つ
い
て
で
あ
る
。
校
正
を
担
当
し

た
青
木
達
門
と
は
、
滋
賀
県
正
福
寺
の
住
職
で
、『
教
誡
律
儀
鈔
』
の
刊
行
や
大
学
に
籍
を
置
く
な
ど
す
ぐ
れ
た
仏
教
学
者
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る

（
３
）
。
ま
た
、
序
文
を
書
い
た
島
地
黙
雷
も
政
教
分
離
時
の
活
躍
を
は
じ
め
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
時
代
を
代

表
す
る
仏
教
学
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
考
信
録
』
は
、
明
治
二
十
年
と
い
う
近
代
化
の
な
か
で
、
偉
大
な
仏
教
学
者
二
人
が
た
ず
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さ
わ
っ
て
世
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
鷲
尾
教
導
と
は
、「
恵
信
尼
消
息
」
の
発
見
・
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

数
々
の
功
績
を
残
し
た
真
宗
の
歴
史
学
者
で
あ
る
。
そ
の
鷲
尾
を
通
じ
て
借
用
し
た
と
あ
る
本
願
寺
所
蔵
本
は
、「
写
本
六
巻
」
と
あ

る
点
か
ら
六
巻
構
成
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
刊
本
の
脱
文
を
補
い
、
誤
字
を
訂
正
す
る
な
ど
、
玄
智
自
筆
本
に
よ
っ
て

書
写
し
た
と
み
ら
れ
る
「
良
書
」
と
、
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
願
寺
所
蔵
本
に
よ
っ
て
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八

七
）
の
刊
本
を
校
訂
し
た
の
が
『
真
宗
全
書
』
収
載
本
な
の
で
あ
る
。 

◇『
真
宗
史
料
集
成
』
第
九
巻
　
解
題
 

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
玄
智
（
享
保
十
九
年
一
七
三
四
̶
文
化
十
年
一
八
一
三
）
の
著
。
本
書
編
述
の
主
旨
は
序
文
に
「
凡
ソ

仏
法
門
中
、
日
用
之
行
事
、
種
々
羅
列
ス
。
各
々
ニ
ソ
ノ
本
拠
ヲ
究
メ
、
縁
由
ヲ
詳
ニ
セ
ス
ン
ハ
、
事
ニ
臨
ン
テ
違
錯
ノ
罪
ヲ
招

キ
、
或
ハ
間
ヲ
受
テ
面
墻
ノ
譏
ヲ
得
ン
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
玄
智
は
西
本
願
寺
寺
内
町
慶
証
寺
の
住
職
、
字
を
景
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史
料
集
成
』
底
本
】『
考
信
録
』
六
巻
、
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
書
写
本

（
５
）



耀
、
若
瀛
ま
た
は
曇
華
室
と
い
っ
た
。『
本
願
寺
通
紀
』・『
祖
門
旧
事
記
』『
浄
土
三
経
字
音
考
』
な
ど
著
述
は
多
い
。
本
書
は
江

戸
築
地
本
願
寺
に
輪
番
と
し
て
在
勤
中
に
執
筆
し
た
と
い
う
。
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本
を
底
本
と
し
た
。 

（『
史
料
集
成
』
九
、
五
十
） 

『
史
料
集
成
』
が
な
に
を
底
本
と
し
た
の
か
は
、
解
題
の
最
後
に
あ
る
「
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本
を
底
本
と
し
た
」
の
一
文

を
も
っ
て
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
在
、
龍
谷
大
学
図
書
館
に
は
、
複
数
の
書
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
は
、『
史
料
集
成
』
の
本
文
と
特
徴
的
な
点
が
一
致
す
る
六
巻
の
書
写
本
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
各
巻
の
頭
に
あ
る
標
目
の
順
序
や
表
記
、
六
巻
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
、
第
一
巻
の
「
考
信
録
巻
一
」
の
左
下
に
「
井
上
園
映
菲
主
」

と
あ
る
点
、
第
六
巻
の
末
尾
「
考
信
録
巻
六
」
の
下
に
「
大
尾
」
と
あ
る
点
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
書
写
本
に
細
字
で
書
か
れ
た
本

文
上
部
の
冠
註
や
左
右
部
の
傍
註
を
『
史
料
集
成
』
で
は
、
括
弧
を
付
し
て
本
文
に
挿
入
し
た
も
の
と
、
本
文
に
番
号
を
付
し
て
末
尾

に
ま
と
め
て
収
録
し
た
も
の
と
が
あ
る
た
め
、
冠
註
や
傍
註
に
つ
い
て
は
、
書
写
本
を
確
認
し
な
け
れ
ば
本
文
の
該
当
箇
所
を
判
断
し

に
く
い
形
式
と
な
っ
て
い
る
。 

以
上
、『
真
宗
全
書
』
と
『
史
料
集
成
』
の
解
題
を
確
認
し
て
き
た
が
、
す
で
に
五
巻
本
の
他
に
六
巻
本
の
存
在
が
明
ら
か
で
あ
る
。

『
真
宗
全
書
』
の
解
題
に
は
、
高
く
評
価
さ
れ
た
六
巻
の
書
写
本
が
紹
介
さ
れ
、『
史
料
集
成
』
の
底
本
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
、
明

治
二
十
年
の
刊
本
で
は
な
く
龍
谷
大
学
所
蔵
の
六
巻
本
で
あ
っ
た
。『
真
宗
全
書
』
の
解
題
に
出
て
く
る
六
巻
本
が
全
文
を
掲
載
し
て

い
な
い
以
上
、『
史
料
集
成
』
の
底
本
と
な
っ
た
六
巻
本
と
同
一
の
書
写
本
を
指
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
早
く
か
ら
六
巻
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
続
い
て
、
巻
数
に
つ
い
て
刊
行
本
お
よ
び
諸
資
料
に

お
け
る
記
述
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

安
永
三
年
　
　
（
一
七
七
四
）
　
『
築
地
輪
務
日
次
雑
記
』
安
永
三
年
二
月
一
日
の
項
に
「
考
信
録
弐
巻
」
と
あ
り
。 

天
明
二
年
　
　
（
一
七
八
二
）
　
『
浄
土
真
宗
教
典
志
』（
玄
智
著
、
三
巻
本
）
に
「
考
信
録
六
巻
」
と
あ
り
。 
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天
保
四
年
　
　
（
一
八
三
三
）
　
『
清
流
紀
談
』（
覚
応
編
）
に
玄
智
の
著
作
を
紹
介
す
る
中
で
「
考
信
録
七
巻
」
と
あ
り
。 

明
治
二
十
年
　
（
一
八
八
七
）
　
『
真
宗
必
携
考
信
録
』
五
巻
　
刊
行
（『
真
宗
全
書
』
底
本
） 

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
　
『
真
宗
事
物
起
原
典
拠
考
信
録
』
五
巻
　
刊
行
（
訂
正
発
行
者
・
山
内
正
次
郎

（
６
）
） 

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
　
『
真
宗
本
願
寺
派
学
匠
著
述
目
録
』（
前
田
慧
雲
編
）
に
「
考
信
録
六
巻

（
７
）
」
と
あ
り
。 

大
正
三
年
　
　
（
一
九
一
四
）
　
『
真
宗
全
書
』
収
載
五
巻
　
刊
行
 

昭
和
五
十
年
　
（
一
九
七
五
）
　
『
新
編
真
宗
全
書
』
収
載
五
巻
　
刊
行
 

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
　
『
真
宗
史
料
集
成
』
収
載
六
巻
　
刊
行
 

簡
易
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
て
並
べ
て
見
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
気
づ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
二
十
年
に
、
は
じ
め
て

『
考
信
録
』
が
五
巻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
巻
数
と
し
て
あ
る
の
は
、

五
巻
で
は
な
く
「
弐
巻
」、「
六
巻
」
そ
し
て
「
七
巻
」
で
あ
る
。
古
い
記
述
か
ら
具
体
的
に
確
認
し
て
い
く
と
、
ま
ず
、「
弐
巻
」
と

あ
る
『
築
地
輪
務
日
次
雑
記
』
で
あ
る
。
玄
智
は
、
堂
職
と
し
て
諸
国
の
直
轄
寺
院
の
輪
番
を
つ
と
め
て
い
た
際
に
日
次
記
を
書
き
記

し
て
お
り
、
江
戸
築
地
の
輪
番
の
職
に
つ
い
て
い
た
時
の
も
の
が
そ
れ
で
、
表
紙
の
題
字
は
玄
智
の
自
筆
と
さ
れ
る

（
８
）
。
そ
の
安
永
三
年

（
一
七
七
四
）
二
月
一
日
の
項
に
は
、「
二
月
朔
日
　
考
信
録
弐
巻
正
月
十
一
日
起
草
今
日
功
成
擱
筆
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
初
期
の

巻
数
は
二
巻
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、「
功
成
擱
筆
」
と
は
あ
る
も
の
の
、
後
に
巻
数
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
時

点
で
は
一
応
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
た
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
正
月
十
一
日
起
草
」
と
あ
る
点
は
、『
考
信
録
』
全
体
の

序
に
あ
る
「
安
永
三
年
甲
午
正
月
十
一
日
」
の
年
時
と
も
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
章
に
お
い
て
成
立
年
時
で
は
な
い
と

し
た
安
永
三
年
を
玄
智
自
身
が
起
草
年
時
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
次
に
「
六
巻
」
と
あ
る
『
浄
土
真
宗
教
典
志
』
と

は
、
玄
智
自
身
が
記
し
た
真
宗
の
聖
教
を
中
心
と
し
た
浄
土
教
全
般
に
わ
た
る
典
籍
目
録
で
一
巻
本
と
三
巻
本
が
あ
る
が
、
三
巻
本
に

は
「
考
信
録
六
巻
｛
安
永
三
年
甲
午
正
月
玄
智
景
耀
於
江
府
築
地
省
所
作
考
論
行
儀
兼
及
法
門
等
｝」（『
真
宗
全
書
』
七
十
四
、
四
八
）
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と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
玄
智
自
身
が
自
ら
『
考
信
録
』
の
巻
数
に
つ
い
て
「
六
巻
」
と
示
し
て
い
る
。
こ
の
三
巻
本
『
浄
土

真
宗
教
典
志
』
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
著
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
頃
ま
で
に
『
考
信
録
』
は
六
巻
構
成
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
さ
ら
に
「
七
巻
」
と
あ
る
の
は
『
清
流
紀
談
』
で
、
玄
智
自
身
の
書
で
は
な
い
が
、
本
願
寺
派
の
学
匠
五
十
名
余
り
の
言
行

や
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
に
つ
い
て
覚
応
が
ま
と
め
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、『
考
信
録
』
の
巻
数
に
は
幅
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
安
永
三
年
（
一
七
八
二
）
の
時
点
で
は
二
巻
、

天
明
二
年
（
一
二
八
二
）
の
時
点
で
は
六
巻
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
は
、
玄
智
が
そ
の
生
涯
を
終
え
る
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
ま
で
の
間
に
「
七
巻
」
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
、
辞
典
類
に
お
け
る
巻
数
表
記
が
一

定
し
な
い
理
由
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
で
も
多
く
が
「
五
巻
」
と
表
記
し
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
明
治
二
十
年
以
降
、『
史
料
集

成
』
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
長
い
間
、
メ
イ
ン
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
が
五
巻
本
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

四
、
本
文
内
容
に
関
す
る
問
題
 

次
に
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
成
立
と
巻
数
の
問
題
が
そ
の
ま
ま
本
文
内
容
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
、
本
文
テ
キ
ス
ト
と
し
て
今
日
依
用

さ
れ
る
『
真
宗
全
書
』
収
載
の
五
巻
本
と
『
史
料
集
成
』
収
載
の
六
巻
本
の
比
較
に
よ
っ
て
述
べ
て
お
き
た
い

（
９
）
。
例
と
し
て
あ
げ
る
の

は
、『
考
信
録
』
第
二
巻
の
末
尾
の
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
文
に
沿
っ
て
順
に
示
せ
ば
、『
真
宗
全
書
』
は
堂
達
・
綱
所
・
殿
様
・

坊
守
、『
史
料
集
成
』
は
堂
達
・
綱
所
・
坊
守
・
殿
様
・
御
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
と
く
に
大
き
く
相
違
し
て
い
る
の
は

項
目
そ
の
も
の
が
対
応
し
て
い
な
い
最
後
の
「
御
」
で
あ
る
。『
史
料
集
成
』
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。 御

ノ
字
呉
音
ゴ
漢
音
ギ
ヨ
オ
ム
ト
云
ハ
訓
ナ
リ
。
統
御
義
ヨ
リ
オ
サ
ム
ト
訓
ス
。
中
略
シ
テ
オ
ム
ト
云
、
転
シ
テ
オ
ミ
ト
モ
云
、
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御
戸
御
汁
ノ
類
ノ
如
シ
。
コ
レ
マ
タ
略
シ
テ
タ
ヽ
オ
ト
云
フ
。
蔡
邑
独
断
｛
二
巻
本
題
天
蔡
邑
字
後
人
加
之
｝
上
﹇
四
﹈
云
。
御

者
進
也
。
凡
衣
服
加
於
身
飲
食
入
於
口
妃
妾
接
於
◆
皆
曰
御
﹇
文
﹈。
是
ハ
幸
ノ
字
ト
同
処
ニ
出
テ
ヽ
天
子
ノ
事
ヲ
云
ト
見
ユ
。

崩
御
還
御
等
ミ
ナ
コ
ノ
意
ナ
リ
。
此
時
ハ
余
人
ニ
モ
通
シ
用
ユ
。
上
ニ
置
ク
ハ
必
ス
天
子
ニ
限
ル
御
製
御
前
等
ノ
如
シ
。
日
本
ニ

テ
ハ
御
ノ
字
貴
賤
通
用
ス
。
案
ニ
上
ニ
置
ハ
統
御
ノ
義
、
下
ニ
置
ハ
作
為
ノ
義
、
下
ニ
置
時
タ
マ
フ
ト
訓
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
カ
。
義

不
同
故
ニ
御
還
御
崩
御
ナ
ト
称
ス
ル
モ
必
シ
モ
笑
ヘ
カ
ラ
ス
。
但
頗
フ
ル
異
様
タ
リ
。｛
四
十
八
願
釈
一
五
右
｝
助
御
御
力
也
ト

ソ
ノ
外
処
々
ニ
御
字
ヲ
マ
シ
マ
ス
ト
和
訓
セ
リ
                                                                    （『
史
料
集
成
』
九
、
四
九
九
） 

右
の
範
囲
す
べ
て
が
『
真
宗
全
書
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
に
、
巻
数
の
相
違
と
と
も
に
内
容
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
六
巻
本
に
は
あ
り
五
巻
本
に
は
な
い
本
文
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
文
の
相
違
が
あ
り
な
が
ら
も
、
こ

れ
ま
で
問
題
視
さ
れ
て
き
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
が
何
を
示
す
の
か
は
、
管
見
の
限
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
第
二
章

で
『
史
料
集
成
』
に
よ
り
確
認
し
た
安
永
三
年
以
降
の
加
筆
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
文
の
相
違
は
五
巻
本
と
六
巻
本
の
成

立
の
前
後
関
係
や
増
補
改
訂
の
跡
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
重
要
な
問
題
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
最
大
の
焦

点
と
な
る
の
は
、
著
者
で
あ
る
玄
智
の
最
終
的
な
意
図
を
反
映
し
た
も
の
は
ど
れ
な
の
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
に
は
、
上
記
に
あ
げ
た
よ
う
な
刊
行
本
を
対
象
と
し
て
い
て
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
『
真
宗
全
書
』
の
解
題
で
み
て

き
た
よ
う
に
、
刊
行
さ
れ
る
本
は
読
み
や
す
さ
や
誤
り
の
訂
正
に
主
目
的
を
置
き
、
何
ら
か
の
校
訂
を
施
す
こ
と
が
常
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
本
文
内
容
の
相
違
に
関
す
る
検
討
に
は
、
書
写
本
に
よ
る
全
体
の
比
較
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
収
集
し
た
『
考

信
録
』
の
書
写
本
を
簡
単
な
特
徴
と
と
も
に
あ
げ
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 ◇『
考
信
録
』
書
写
本
一
覧

（
10
）
 

【
１
】
龍
谷
大
学
蔵
本
（
七
冊
、
022-604-7）　
七
巻
。
玄
智
自
筆
と
さ
れ
、
寛
政
元
年
に
校
正
し
た
旨
の
奥
書
あ
り
。 
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【
２
】
龍
谷
大
学
蔵
本
（
七
冊
、
106-2-W
-7）　
七
巻
。
第
二
巻
ま
で
は
【
１
】、
第
三
巻
以
降
は
【
３
】
に
近
い
。 

【
３
】
龍
谷
大
学
蔵
本
（
六
冊
、
106-3-W
-6）　
六
巻
。『
史
料
集
成
』
底
本
。 

【
４
】
龍
谷
大
学
蔵
本
（
三
冊
、
106-54-W
-3）　
第
一
か
ら
三
巻
。
表
紙
右
上
に
「
共
七
」
と
あ
り
。 

【
５
】
龍
谷
大
学
蔵
本
（
一
冊
、
121.2-6-W
-1）　
第
一
巻
の
み
。
表
紙
に
「
大
経
安
永
録
」
と
題
簽
あ
り
。 

【
６
】
龍
谷
大
学
蔵
本
（
一
冊
、
106-48-W
-1）　
第
一
巻
の
み
。
書
名
や
人
名
に
朱
線
あ
り
。 

【
７
】
佛
教
大
学
蔵
本
（
五
冊
、
旧
276-1）　
五
巻
。
天
保
十
三
年
の
奥
書
、
表
紙
右
下
に
「
越
前
浄
勝
寺
蔵
」
と
あ
り

（
11
）
。 

【
８
】
大
谷
大
学
蔵
本
（
二
冊
、
宗
大
5722）　
第
一
・
第
二
巻
。
寛
政
十
二
年
の
奥
書
あ
り
。 

【
９
】
大
谷
大
学
蔵
本
（
二
冊
、
宗
大
1804）　
第
一
・
第
二
巻
。
序
に
「
明
和
四
年
」「
安
永
三
年
」
の
年
記
を
併
記
。 

【
10
】
個
人
蔵
本
（
七
冊
）　
第
一
巻
は
目
録
で
本
文
構
成
は
六
巻
。「
安
政
三
年
」
の
奥
書
あ
り
。 

【
11
】
個
人
蔵
本
（
六
冊
）　
六
巻
。【
３
】
に
近
い
。
序
に
「
明
和
四
年
」
の
年
記
あ
り
。 

 以
上
が
現
時
点
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
『
考
信
録
』
の
書
写
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
に
つ
い
て
、
全
文
の
比
較
を

行
う
こ
と
で
、『
考
信
録
』
の
成
立
過
程
お
よ
び
本
文
内
容
の
確
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に

は
、
書
誌
的
な
情
報
の
精
査
や
実
見
に
よ
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
別
稿
に
て
あ
ら
た
め
て
論
じ
て
い
く
こ
と
と
し
、
こ

こ
で
は
、
今
後
の
方
向
性
を
示
し
て
お
く
意
味
で
、
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
書
写
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、【
１
】
龍

谷
大
学
書
写
本
（
七
巻
、
022-604-7）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
清
流
紀
談
』
に
あ
っ
た
よ
う
な
七
巻
構
成
の
本
文
で
、
今
日
依
用
さ

れ
て
い
る
『
真
宗
全
書
』『
史
料
集
成
』
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
第
一
・
第
二
巻
の
構
成
は
再
編
と
い
え
る
内
容
で
あ

る
。
ま
た
、
玄
智
の
自
筆
本

（
12
）
と
さ
れ
、
そ
の
奥
書
に
は
、 

考
信
録
七
巻
昔
年
艸
之
以
来
凡
二
十
年
于
茲
筆
削
屡
積
修
治
稍
／
備
於
是
塗
抹
狼
藉
殆
不
可
読
今
茲
寛
政
元
年
己
酉
之
夏
興
志
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校
／
正
創
于
五
月
十
六
日
卒
于
閏
六
月
二

十
六
日
／
上
都
慶
証
寺
玄
智
景
耀
識
 

と
あ
る
。
こ
こ
で
玄
智
自
身
が
、『
考
信
録
』

は
昔
年
に
起
草
し
て
以
来
お
お
よ
そ
二
十
年
を

か
け
て
自
ら
筆
を
入
れ
て
き
た
が
、
塗
抹
に
よ

っ
て
乱
れ
ほ
と
ん
ど
読
め
な
く
な
っ
た
た
め
、

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
五
月
十
六
日
か
ら

五
月
二
十
六
日
に
か
け
て
校
正
し
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
玄
智
は
、
そ
の
生
涯
を
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
に
終
え
て
お
り
、
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）
と
あ
る
奥
書
の
年
時
か
ら
考
え

て
も
、
最
終
的
な
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
極
め
て
高
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
七
巻
本

こ
そ
が
、
玄
智
が
そ
の
晩
年
ま
で
自
ら
筆
を
入
れ
続
け
、
校
正
を
ほ
ど
こ
し
た
『
考
信
録
』
の
最
終
稿
と
も
い
う
べ
き
内
容
を
も
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
七
巻
本
は
清
書
本
と
手
控
本
と
い
っ
た
性
格
の
間
に
位
置
す
る
よ
う
な
特
徴
が

あ
り
、
実
見
す
る
と
、
原
本
の
状
態
は
、
訂
正
、
補
記
、
塗
抹
、
用
紙
の
削
消
や
貼
付
な
ど
が
各
所
に
散
在
し
て
い
て
、
書
誌
的
な
判

断
を
要
す
る
点
が
多
々
見
ら
れ
る
こ
と
は
一
つ
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
次
に
【
７
】
佛
教
大
学
蔵
本
（
五
巻
、
旧
276-1）
で
あ
る
。

五
巻
構
成
の
も
の
は
、
六
巻
本
や
七
巻
本
の
よ
う
に
諸
資
料
に
記
述
が
な
く
、
刊
本
の
他
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
点
か
ら
諸
本

と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
五
巻
構
成
の
書
写
本
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
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【『
考
信
録
』
七
巻
　
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
玄
智
自
筆
本
】



四
巻
の
奥
書
に
「
天
保
十
三
年
　
寅
十
一
月
七
日
校
合
了
」、
第
五
巻
の
奥
書
に
は
「
天
保
十
三
年
寅
冬
十
一
月
十
一
日
夜
一
交
了
原

本
似
間
有
脱
誤
他
日
是
正
耳
芸
」
と
記
さ
れ
、
全
巻
の
表
紙
右
下
に
は
「
越
前
浄
勝
寺
蔵
」
と
あ
る
。
越
前
の
浄
勝
寺
と
は
、『
教
行

信
証
』
坂
東
本
の
臨
写
や
『
高
麗
版
大
蔵
経
』
の
内
容
を
記
し
た
『
黄
檗
版
一
切
経
』
な
ど
の
業
績
で
知
ら
れ
る
丹
山
順
芸
が
住
し
た

寺
院
で
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
と
は
順
芸
の
在
世
中
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
自
筆
本
も
し
く
は
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
最
後
に
、【
３
】
龍
谷
大
学
蔵
本
（
六
冊
、
106-3-W
-6）
で
あ
る
。
す
で
に
見
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
日
依
用
さ
れ
る

本
文
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
『
史
料
集
成
』
の
底
本
で
あ
り
、『
考
信
録
』
の
評
価
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
『
考
信
録
』
本
文
の
引
用
に
は
『
史
料
集
成
』
を
用
い
、
そ
の
際
に
は
底
本
で
あ
る
こ
の
六
巻
本
に
つ
い
て
も
確
認

し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、『
真
宗
全
書
』（
明
治
二
十
年
刊
本
）
と
の
相
違
す
る
点
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ

る
。
上
記
の
七
巻
本
、
五
巻
本
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
本
稿
に
お
い
て
浅
く
ふ
れ
た
程
度
で
あ
る
年
記
を
含
む
記
述
や
巻
数
に
よ
る
本

文
の
相
違
か
ら
、
さ
ら
な
る
増
補
改
訂
の
過
程
が
み
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

お
わ
り
に
 

以
上
、『
考
信
録
』
の
成
立
と
本
文
構
成
（
巻
数
）
と
い
う
二
つ
の
点
に
着
目
し
て
、
今
日
依
用
さ
れ
て
い
る
本
文
テ
キ
ス
ト
に
問

題
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。『
真
宗
全
書
』
収
載
本
は
、
整
え
ら
れ
た
本
文
と
い
う
点
で
非
常
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

『
史
料
集
成
』
収
載
本
も
新
し
い
本
文
の
提
示
と
い
う
点
で
意
義
深
い
。
し
か
し
、
両
者
の
本
文
は
一
様
で
な
く
、
今
日
依
用
さ
れ
る

本
文
テ
キ
ス
ト
は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
そ
の
成
立
過
程
に
お
い
て
も
不
透
明
な
要
素
が
あ
り
、
巻
数
の
異

な
る
書
写
本
の
存
在
か
ら
、『
考
信
録
』
の
実
像
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
、『
考
信
録
』

は
真
宗
研
究
の
重
要
文
献
と
し
て
数
多
く
の
研
究
論
文
・
解
説
書
に
引
用
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
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の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
う
に
は
至
ら
ず
、
多
く
の
課
題
を
残
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
そ
れ
ら
諸
課
題
の

一
々
に
つ
い
て
丁
寧
に
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 

 
【
註
】 

（
１
）
引
用
文
に
お
い
て
用
い
る
「｛
　
｝」
は
割
註
、「﹇
　
﹈」
は
細
字
、「
／
」
は
改
行
を
そ
れ
ぞ
れ
表
記
す
る
。
ま
た
、
と
く
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
引
文
の

後
に
（
　
）
で
示
す
内
容
は
引
用
典
籍
と
巻
数
お
よ
び
頁
数
を
示
す
。 

（
２
）
こ
こ
で
示
す
二
十
五
箇
所
の
記
述
に
つ
い
て
は
『
史
料
集
成
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、『
真
宗
全
書
』
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。 

（
３
）『
真
宗
大
辞
典
』
に
は
「
滋
賀
県
高
嶋
郡
安
曇
村
大
字
常
盤
木
の
本
派
正
福
寺
住
職
。
肥
後
の
寛
寧
に
就
て
宗
学
を
受
け
宗
典
に
精
通
せ
ら
れ
た
。
明
治

十
七
八
年
の
頃
本
山
の
大
学
（
当
時
真
宗
学
庠
と
称
し
た
）
の
参
事
に
任
じ
精
勤
の
名
が
高
か
つ
た
。
後
年
勧
学
職
を
授
け
ら
れ
大
正
十
一
年
（
一
九

二
二
）
七
月
歿
し
た
」
と
あ
る
。 

（
４
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
https://dl.ndl.go.jp/） 

（
５
）『
考
信
録
』
六
巻
書
写
本
お
よ
び
『
考
信
録
』
七
巻
玄
智
自
筆
本
に
つ
い
て
は
、
龍
谷
大
学
図
書
館
よ
り
掲
載
許
可
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を

表
す
次
第
で
あ
る
。 

（
６
）
大
扉
に
は
「
明
治
二
十
二
年
一
月
発
行
」
と
あ
る
が
、
奥
付
の
「
明
治
二
十
一
年
十
二
月
発
行
」
と
の
記
述
に
従
っ
た
。 

（
７
）
詳
し
く
は
「
○
考
信
録
六
巻
｛
考
論
行
儀
兼
及
法
門
等
｝」（
興
教
書
院
、
明
治
二
十
五
・
一
八
九
二
年
刊
、
二
十
五
頁
）
と
あ
る
。 

（
８
）
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
（
022-5-4）。
早
島
有
毅
「
慶
証
寺
玄
智
記
『
福
井
省
所
日
黄
薄
』」（『
近
世
仏
教
史
料
と
研
究
』
第
四
巻
第
一
号
、
昭
和
四

十
九
・
一
九
七
四
年
四
月
）
参
照
。 

（
９
）『
真
宗
全
書
』
と
『
史
料
集
成
』
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
で
あ
る
『
真
宗
必
携
考
信
録
』
五
巻
の
明
治
二
十
年
刊
本
と
『
考
信
録
』
六
巻
の
龍
谷
大
学
図
書

館
所
蔵
書
写
本
で
も
確
認
し
て
お
り
、
両
者
は
『
考
信
録
』
増
補
改
訂
途
中
の
う
ち
異
な
る
時
期
に
書
写
さ
れ
た
系
統
の
本
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。 

（
10
）【
１
】
か
ら
【
６
】
の
龍
谷
大
学
蔵
本
は
、
龍
谷
蔵
（
http://w
w
w
.afc.ryukoku.ac.jp/kicho/top.htm
l）
に
て
画
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
各
本
の
冊
数
の
あ
と
の
表
記
は
所
蔵
図
書
館
の
請
求
記
号
を
示
し
て
い
る
。 

（
11
）【
７
】
の
閲
覧
に
お
い
て
は
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
の
工
藤
量
導
先
生
、
佛
教
大
学
講
師
の
南
宏
信
先
生
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
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記
し
て
謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。 

（
12
）
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
玄
智
余
景
』
巻
二
（
196.3-GEN
-2）
三
十
頁
参
照
。『
玄
智
余
景
』
と
は
、「
慶
証
寺
第
七
世
文
殊
院
釈
玄
智
法
師
二
百
回

忌
法
要
」（
平
成
五
年
・
一
九
九
三
、
十
月
三
日
）
に
記
念
誌
と
し
て
慶
証
寺
に
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
玄
智
の
生
涯
に
お
け
る
数
々
の
業
績
に

つ
い
て
徹
底
的
に
調
査
し
、『
考
信
録
』
の
玄
智
自
筆
本
を
紹
介
す
る
な
ど
豊
富
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
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